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亜麻を使った
特産品作りへの挑戦

4H クラブ

　現在は、亜麻のサプリメントを

加工している会社に、お菓子の製

品化に向けて提案しようとしてい

る段階です。4H クラブだけでは、

人手の関係もあり加工から販売ま

で全てを手がけることは困難なの

で、商品化をするにはもっと多く

の方の協力が必要ですね。

　亜麻は、病気や寒さに強く、北

国向けの作物ですし、花もきれい

なので、観光にも結び付けやすい

と思います。当別の特産品として

亜麻を発信できるようになればと

思います。

　当別の名産は？と聞かれたとき

に何も答えられないことが悔しく

て、当別といえばこれがあると

PR できるものはないかと考え、

亜麻を使って特産品を作ろうと立

ち上がりました。

　それに、亜麻を使った加工品を

通して当別で生産している麦や豆

も一緒に売り出していくことがで

きれば、波及効果で当別産の知名

度が上がってくると考えました。

　亜麻は、最近種から取れる油が

体にいいことが発見されて注目を

浴びるようになりましたが、40 年

前に栽培されなくなってからは、

試験場でも栽培方法を検討してい

ないので、ゼロからのスタートで

した。でも、誰も手をつけていな

いから逆に手を上げやすいとも考

えましたね。

亜麻で特産品を作ろうと
思ったきっかけは

　「ごまの様な形と味でアーモン

ドのようなほのかないい香りがす

る」この亜麻の特徴を活かして洋菓

子に合わせると、美味しいお菓子が

できるのではないかと考えました。

　最初は、亜麻プロジェクトに関

わるみんなで亜麻クッキーに挑戦

したのですが、自分たちのノウハ

ウだけでは上手くいきませんでし

た。そこで、立ち上げたのが「特

産品プロジェクト～亜麻～い出会

いを求めて」の取り組みです。製

品開発の第一歩として、北海道の

食材について研究している天使大

学のサークル「北の食物研究所」

に、お菓子作りへのアイディアを

もらうことにしました。

　7 月には、試作品作りのために

亜麻と当別の農産物を知ってもら

おうと交流会を開催し、9 月には

学生から提案された試作品の試食

　農業の未来を考え、若い農業後

継者で構成している 4H クラブ。

　きれいな畑で作物を育てようと

ほ場周辺のごみ拾い活動や、農作

物への研究を重ねるなど農業経営

をテーマに活動をしています。

　昨年は、かつて当別で大規模に栽

培され、40 年前に姿を消した亜麻を

復活させて特産品を作ろうと試行錯

誤を重ねました。

製品化するには
課題もあるのですね

亜麻の特徴を活かして加工品
を作ろうと考えたのですね

会を実施しました。亜麻だんご、

シフォンケーキなど 5 品を試食

した結果、グリッシーニというイ

タリア風のお菓子が一番美味し

かったです。この試作品作りを通

して亜麻が食品になる可能性がみ

えたかなと思います。

当別町
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　平成 13 年、町長に就任した直後、広報担当から

何か書くように勧められた時、私は確かに心の中で

「自分はこれから今まで歩いた事のない道を行くの

だ」と思いました。

　人は旅をする時、日記を書くように私もこれを契

機に日記を書いてみようと思い、4 年 6 ヶ月 54 回

続けましたが、だんだん職務が増えて負担になり広

報編集見直しを機に書くのを止めたのですが、先日、

とある所で「町長の日記、やっぱり復活されてはど

うですか？」と尋ねられた。

　目の不自由な人達にボランティアで何年も広報を

読み聞かせて下さっている方のお話なので真剣に考

えて「町長の日記」を再び書く事にしました。

　今、この町に「声の広報」を待っておられる目の

不自由な方と寝たきりの方などもおられますが、当

別町には、介護を必要とする人が 650 人以上はい

る。その内老人施設などに入っておられる人は 160

人くらいいる。

　実は、私の母も妻の父も共に、今年 92 歳になり

今は老人介護の施設でお世話になっております。

　「声の広報」を自宅で待っている人のお気持ちが

今の私には、とても判る気がしたのです。

　私はつい一、二年前までは自分の親の世話を他人

様にお願いするなどとは考えもしなかったので、夜

中にふっと目が醒めた時などは、先ず二人の親の事

が頭をよぎります。

　“町民の為”にと云っている自分が自分の親を直

接世話をしていないと思うと自負心が揺らぐのです

が、妻の方がもっと心が揺れるはずなのに彼女は私

の前では常に表情を変えないでいる。

　今年の正月は、女性がまだ日記と云う物を書かな

かった時代の「土佐日記」、夢と現実のはざまで漂っ

た日本語の美しい「更
さらしな

級日記」、道網の母が美貌と才

能に恵まれながら続いた 21 年間の苦闘の「蜻
かげろう

蛉日記」

など、平安時代の日記文学を読み返して封建社会と

はいえ藩政の苦しさを幕府のせいには出来なかった

領主達の苦悩を想像して町政に没頭する年にしたい。
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年末年始のお知らせ

Ｑ　誰でも使用できるのですか

　個人でも団体でも使用できます。使用料は使う場所

や時間、使用内容によって異なります。また、文化協

会に加盟している場合や町の後援がある事業は減免措

置があります。

　育成会や子ども会、少年団活動で使用する場合は、

全額免除になります。

Ｑ　映像を写したいのですが

　カルチャーホールにはプロジェクターを据え付けて

います。DVD やパソコンを使った映像を 200 インチ

で写すことができます。

Ｑ　音響や照明の使い方が分からないのですが

　音響や照明は、使用する団体で操作をしていただき

ますが、事前に担当職員にご相談ください。

ふれあい倉庫休館日

　�� 年 �� 月 �0 日（日）～ �0 年 � 月 � 日（月）

物販コーナー・ＴＯＭＯＴＯ休業日

　�� 年 �� 月 �� 日（金）～ �0 年 � 月 � 日（水）

� 月 �0 日（木）より、皆様のお越しをお待ち

しています

★ふれあい倉庫よくあるＱ＆Ａ★

Ｑ　冬はどんなものを販売しているのですか

　これまで通りハム・ソーセージやいもだんご汁など

の加工品のほか、スウェーデンガラスやふくろうグッ

ズなどを販売しています。

　また、宇和島市のみかんや岩出山のかりんとうなど、

交流都市の特産品も人気があります。

　「TOMOTO －友と－」では、とりたま食堂「こっ

こ家」のこっこラーメンを水、金、日曜日に味わうこ

とができます。

▼問合せ　ふれあい倉庫（☎ 27 － 6600）

　　　　　商工課（☎ 23 － 3129）


